
河川や湖沼、海域の汚濁の原因の一つが生活排水です。そ
のなかでも廃食用油が排出・投棄されると、河川などは著
しく汚濁されます。
市では、家庭から出る廃食用油の回収（業務用を除く）を
行い、水質汚濁防止と環境保全の啓発に努めています。

日程（いずれも9時〜11時）

三河湾、油ヶ淵は、閉鎖性水域で汚染物質が堆積しやすく、家庭からの生活排水が主な原因で汚濁が進んでいます。
河川や三河湾の水質をきれいな状態に保つためには、各家庭から出る調理くずや食べ物の残り物は流さないよう水
切りネットを使用することや、不要な食品油は流さず、資源として持ち込むか、固めたり紙にしみ込ませたりして
燃やすごみとして出すなど毎日の暮らしの中で努めることが必要です。
▼三河湾環境再生推進の日
三河湾流域の市町村などで構成する｢豊かな海“三河湾”環境再生推進協議会｣では、海に親しむ機会が多い毎年7月
の第4水曜日を「豊かな海“三河湾”環境再生推進の日｣、その日から1週間を｢豊かな海“三河湾”環境再生推進週間｣
と定め、生活排水対策の呼びかけなどの活動を行っています。市で
は環境課窓口などで生活排水対策グッズを配布しますので、三河湾
浄化について考えるきっかけとしてください。
▼油ヶ淵浄化デー
ウォーキングをしながら油ヶ淵の清掃活動に参加しませんか。
参加者に、ごみ袋、飲み物、生活排水対策グッズを用意します。

　7月23日㈰　①6時20分頃〜②6時30分頃〜③④7時頃〜
　①荒子神明社②市民病院東駐車場③油ヶ渕遊園地如光堂

④東町内会館

ゼロカーボンシティとは、2050年までに二酸化炭素排出量を実質ゼロにすることを目指すと表明した自治体です。
碧南市は2023年2月にゼロカーボンシティ宣言をしました。将来にわたって持続可能なまちづくりを推進していく
ため、再生可能エネルギーの利活用や脱炭素型のライフスタイルや事業活動の推進のための取り組みを進めていきます。
▼脱炭素に向けた碧南市の主な取り組み
1.再生可能エネルギーの利活用の推進
・スマートハウス設備設置費補助事業
・特定再生可能エネルギー発電設備（償却資産）に対する固定資産税特例措置
2.脱炭素型のライフスタイル又は事業活動の推進
・中小企業カーボンニュートラル推進支援補助事業　
・次世代自動車購入費補助事業
・住宅の省エネ改修（住宅の熱損失防止改修工事等）への固定資産税減額制度
3.市役所自らも業務により発生する温室効果ガスの削減を推進
・市役所の業務で発生する温室効果ガス削減目標を46%に変更
・公共施設、道路照明、橋梁灯等のLED化の推進、ペーパーレス化の推進による廃棄物の削減
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7月の第4水曜日は 三河湾環境再生推進の日
第4日曜日は 油ヶ淵浄化デー
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とき ところ
7月23日㈰ 南部市民プラザ
8月27日㈰ 農業者コミュニティセンター
9月24日㈰ 鷲塚公民館
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